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図1 700日Cで調製したスギ木炭の早材 図2 700口Cで調製したスギ木炭の仮道

















































































































































































オゾン処理することで細胞壁表層部に 10 0 nm緯度の大きな細孔を形成することが可能で
あることが明らかになった。細胞壁表層部の大きな窪の綿孔は、木炭の吸着能の向上に大
きく寄与すると考えられる。今後、オゾン処理などの表面処理を木炭に施すことで微紹構
造を穣櫨的に改賛することで、高い吸着能をもった高機能性木炭の開発が可能になるので
はないだ、ろうか。
今盟、電子顕微鏡観察で得られた木炭の微細構造に関する知見は、今後、炭素材料とし
て木炭が発展するために不可欠なものであると考えられる。木炭の微細構造の形成機構を
より理解するためにも震予顕微鏡観察による可視像のさらなる検討が必要になるであろう。
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